
（報告書） 
 

NITS・教職大学院等 

コラボ研修プログラム 

支援事業報告書 

 

 
千葉大学教職大学院公開講座 
 
教育現場の最新事情～現代的教育課題への具体的取組～ 

 
開催日時：令和５年 8 月 19 日、12月３日 いずれも８:40～16:３0 
開催場所：千葉大学教育学部（千葉県千葉市弥生町 1-33）2号館講義室等 
参加人数と参加者の属性：延べ 151人 

（現職教諭 58 人、学校管理職 34 人、教育委員会等関係者 25 人、教職大学院生 

31人、他） ※申込者は 207人であったが、体調不良等での欠席があった。 

 

 
内容：  
（１）目的 

教員免許状更新制の発展的解消に伴い、すべての教師に継続的な学びの契機と機会を提供するため 

に、教職大学院専任教員等による講義を校外研修の一つとして開放する。教師自らが最新の知識や技 

能を習得すると共に、「令和の日本型教育」を担う「教師の新たな学びの姿」を実現するための研修 

として位置づけ、教師に必要な学びの環境の充実を図る。 

（２）講座の内容 

   本学教職大学院の専任教員等が自身の研究分野と関連した内容について、パワーポイント等を用 

いて講義を行った。 

8月 19日（土） 

・学校の国際化の現状と課題           千葉大学グランドフェロー 土田雄一 

千葉大学大学院国際学術研究院 准教授 小林聡子 

・不登校児童生徒の理解と支援         千葉大学教育学部 教授 笠井孝久 

・教員のための対人関係心理学         千葉大学教育学部 名誉教授 保坂 亨 

・教室におけるストレスマネジメント      千葉大学教育学部 准教授 西口雄基 

・子どもを軸とした地域と学校の『協働』づくり 千葉大学教育学部 准教授 丹間康仁 

12月 3日（日） 

・『令和の日本型学校教育』が問いかける学校経営₋知・徳・体を一体で育てるよさを維持する‐ 

                          千葉大学教育学部 名誉教授 天笠 茂 

・個別最適な学びと協働的な学びを実現する ICT 活用 千葉大学教育学部 助教 八木澤史子 

・判例から学び学校の危機対応                     千葉大学教育学部 教授 大野英彦 

・学校における被害（災）者支援－事件事故とこころのケア－  

千葉大学教育学部 准教授 磯邉 聡 

・学力データからみる低学力克服への視座～日本版『効果のある学校の取組』～ 

              千葉大学教育学部 教授 貞廣斎子 

（３）開催日程や運営等 

   開催日としては、学校現場の教職員が校外での研修を受けやすい夏季休業中に 1 回、冬季の日曜日 

に 1 回の開催とした。 

参加者のニーズに応えるため、講座の内容には多様性を持たせた一方で、朝 8 時 40 分から 16 時 30

分までに 5 講座を詰め込んだため、「受講者にとっては厳しい日程ではないか」という議論もあっ

た。初年度（2022 年度）の講座後のアンケート調査では、「夏季休業中（冬季は休日）の開催で、と

ても参加しやすかった。」、「タイトなスケジュールだったが、様々な内容について学べてよかっ

た。」、「1 日で 5 講座というのは確かにハードだが、複数日に分散してしまうと予定をつけるのが

むしろ困難になってしまう。」、「1 日に詰め込んでいただいた方が参加はしやすいと考える。」と

いった声が多く、2 年目（2023年度）も同様の日程とした。 

 



 

成果：実施後のアンケート調査結果から 

 ○ 内容の満足度・・・とても満足 84.3％、満足 15.7％、やや不満・不満 0％  

      「とても満足」、「満足」の理由は次のとおりであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、「質疑応答の時間があるとよかった」、「各講座とも濃い内容だったので、次回は半日 

で（じっくりと）受講してみたい。」といった声もあった。 

 

 ○ 受講した感想 ※割合（％）は、複数回答を可とした上で、回答数を回答者数で割ったもの 

・教育の最新事情を知ることができた          71.5％ 

・現代的教育課題への対応を知ることができた      82.6％ 

・実践的指導力を養うことにつながった         5.2％ 

・児童生徒への指導・支援に還元することができそうだ  50.0％ 

・職務能力の向上に役立った              57.6％ 

・学びの契機となった                 54.7％  

・今後のモチベーションアップにつながった       47.7％ 

「教育現場の最新事情について知ることができた」、「現代的教育課題への対応を知ることがで 

きた」の項目への回答が、特に多かった。 

 

アイディアや工夫したこと： 

・昨年度度同様、現職教員が参加しやすいように夏季休業中及び週休日に開講した。また、今年度は 

受講しやすいように、参加申込みを午前と午後で分けたこともあり、参加申込者数は増えた。 

・多忙な現職教員の効率的な時間の使い方を考え、2日間で多くのことを学べるプログラムとした。 

タイトなスケジュールを心配したが、アンケート調査ではこの方がよいという声が多数あった。 

・千葉県教育委員会、千葉市教育委員会の後援をとり、千葉県内全公立学校にチラシを配付した。 

 

＜第 1 回及び第 2 回のアンケート調査より抜粋＞ 

・学校現場にいると目の前のことに追われてなかなか学べないが、最新のデータや豊富な 

経験をもとにした新しい知見や情報を得ることができた。 

・テーマもさることながら、新しい着眼点を多く得られた。 

・自分自身の教育に関する視野を広げることができた。 

・現在の学校教育が抱える課題の解決の糸口、対応の方法を考えることができた。 

・講座の内容が学校現場ですぐに活用できる内容であった。 

・最新の教育に関する知識や動向、日常の教育活動の振り返りとして、学びを深められた。 

・新しい知見や学びが多く、業務に生かせる内容が多かった。 

・令和の日本型学校教育を実現させるために、私たち教師に求められている資質・能力や組織の在り方な

どを多く学ぶ機会となった。 

・学校経営の視点、これからの授業づくりにおける大切なポイントを示していただき、学びが多かった。 

・昨年も受講したが、さらなる学びがあり、知見を広げることができた。 



 

＜写真・図など＞  

 ＜当日の配布資料＞ 

＜講座の様子＞ 

 

＜学校等へ配布したチラシ＞ 

                     
                  

       

                     
                     
             

       
             
                         

      
                       
                                    

                 

         
             

                                   

             

                                   

             

                                   

             

                                   

                     

                  

       
                

                           

                                         

                                            

                                          

                                       
                              

                    
                       
                    
     
      
              

                                   

                     

                              

                                

                                  

                                       

              

                             

                                 

                           

               

                                  

                              

              

                                   

                                  

                       

                        


